
第35号（平成27年３月１日）

日新製鋼周南OB会会報
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OB会結成30周年記念
第31回 OB会総会開催される

　第31回日新周南OB会総会が310名の多くの会員参加のもと、平成26年11月６日周南製鋼所体
育館にて盛大に開催されました。物故者黙祷に引き続き、松永周南製鋼所長および新村労働組合
委員長のご祝辞、事務局による活動報告のあと、結成30周年を記念して鏡割りが行われました。
また豪華賞品があたる抽選会で一喜一憂のひとときも楽しみました。松本達雄さまの乾杯の音頭
で懇親会が始まり、歓談の輪があちこちに広がりました。

山上会長挨拶 人生の収穫期「林住期」を楽しく有意義に

　ご安全に。本日は、このように沢山の方々にお越し頂
き本当にありがとうございます。お陰様で「結成30周年
記念総会」を盛大に開催するお膳立てが出来ました。
　また、ご多忙中のところ、周南製鋼所から松永所長様
以下幹部の方々、労働組合から新村委員長様以下幹部の方々
のご臨席を賜りまして誠にありがとうございます。その
上に過分のお心遣いを頂き本当にありがとうございました。
　また本日の会を開催するに当たり準備に携わられた
OB会役員、周南製鋼所人事チーム並びに新和企業の関
係者の皆様には、毎年のこととは言え、これだけの会を
企画、運営するのは本当に大変なことでございます。ご苦労様でした。
　先般、「オールドボーイ」と一緒に30周年記念のクオカードをお送りさせていただきました。同封
したメッセージカードに「林住期を楽しく、有意義に！」というキャッチコピーを入れました。「林住
期」って何だ？　という質問が何人かの方々からありました。メッセージカードをポイ捨てしないで
一応、心に留め置いて頂いただけでこのキャッチコピーの役目は果たしたと思います。７年ほど前、
団塊の世代が60歳定年を迎えた時期に、「林住期」という本がベストセラーになりました。「林住期」
の由来は古代インドで生まれた人生観で、人の一生を25年区切りに「学生期」（がくしょうき）「家住期」
（かじゅうき）「林住期」（りんじゅうき）「遊行期」（ゆぎょうき）の四期とします。「林住期」はそれ
までの、生活のため、家族のため、子育てのための人生から自己を解放し、自分のための人生を歩む、
人生の収穫期です。私たちは今、そこにいます。悔いの
残らないよう楽しく、有意義に過ごそうではありません
か。ご安全に。

総合司会・林事務局長 開会のことば・田中副会長

式 次 第
１、開会のことば（田中 尚一 副会長）
２、物故者への黙祷
３、会長挨拶（山上 哲也 会長）
４、来賓祝辞（周南製鋼所所長 松永 滋 様）
　　　　　　 （労働組合周南支部委員長 新村 一男 様）
５、議事（林　 秀雄 事務局長）
　　　　第１号議案　平成25年度事業報告
　　　　第２号議案　平成25年度決算・監査報告
　　　　　　（原田 征勝　有富 敏洋 会計監査）
　　　　第３号議案　平成26年度事業計画（案）
　　　　第４号議案　平成26年度予算（案）
　　　　第５号議案　賀寿（米寿者９名）
　　　　第６号議案　感謝状授与・永年功労者表彰
　以上の議案は、満場の拍手を以って承認されました。
６、閉会のことば（小川 博己 副会長）
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閉会の辞・小川副会長 監査報告・原田、
有富会計監査　　

会計報告・西田会計担当幹事 活動報告・河嶋事務局次長

松永 滋 周南製鋼所長ご祝辞新村 一男 組合周南支部委員長ご祝辞

着実な収益改善
策で、より一層
強い周南製鋼所
に

新生「日新製鋼」
の基盤強化と
周南の存在価値
を高めたい

　OB会結成30周年、心よりお慶び申し上げます。私は本年４
月１日より周南製鋼所所長を拝命しました。周南製鋼所での勤
務は25年、技術開発及び新設備建設に大変多忙であった製鋼
技術課、大所帯450人の現場と必死に向かい合った冷延課の時
期が大変印象に残っています。OBの皆様をはじめ多くの先輩
の方々にご指導いただき本当にありがとうございました。
　平成25年度は、経済政策効果や復興需要の本格化などで、
国内需要は堅調に推移したものの、中国の過剰生産能力に起因
する世界的鋼材需給ギャップの拡大という構造的な問題により、
アジア地域の鋼材市況軟化や輸入鋼材の増加という環境が続き
ました。日新製鋼グループでは堺製造所の火災事故や呉製鉄所
の操業トラブルはあったものの、独自商品の拡販・合理化・総
コスト削減活動・日金工との統合シナジー最大化に取り組んだ
結果、平成25年度連結経常利益は前年度から365億円増益の
197億円、ステンレス事業についても、40億円の赤字から70
億円の黒字に転換しております。
　平成26年度は、復興需要やオリンピック関連に牽引され、
回復軌道が期待されておりますが、消費税増税や円安の影響な
ど、不透明な状況が続くものと予想されます。アジア地域の構
造的な供給過剰が鋼材市況に与える影響も懸念されます。当社
の平成26年度の見通しは、昨年度の海外子会社による配当や、
負ののれん償却などがなくなり、連結経常利益は昨年度と比べ
42億円減益の155億円となる見込みです。ステンレス事業では、
本年４月１日に日金工と統合し、シナジー効果最大化に精力的
に取り組んでいます。中心となる製鋼リフレッシュ工事は、
11月５日から19日まで行われます。電気炉への助燃バーナー
の設置、VOD2ベッセル台車設置、SGの5ft化対応台車設置な
どです。新CCは12月に据え付け完了、１月からのコールドラ
ンの後、ホットランは平成27年４月に開始予定です。また、
電力コストの大幅増加やニッケルなどの原材料価格の高騰に対
応すべく、スクラップヤード改造によるSUS屑の使用量拡大
など、合理化・総コスト削減活動を引き続き強力に推進してい
きます。これらにより、ステンレス事業の着実な収益改善を図
り、一層強い製鋼所にするために、現役一同全力を尽くす所存
でございます。OBの皆様におかれましては、これまで以上の
ご指導、ご鞭撻を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

　周南OB会第31回総会のご盛会を心よりお慶び申し上げま
す。皆様方には地域で様々な社会福祉貢献活動にご尽力を頂
いていると聞いており、大変誇りに思うところです。日頃は
労働組合に対しても絶大なるご理解とご協力を頂いています
ことに心から感謝申し上げます。
　さて日本経済につきましては、景気は緩やかな回復基調が
期待される一方、先行き不透明な状況にあり、生活は厳しい
環境にあることも事実であります。そうした中で日新製鋼の
収益状況は、平成26年度は連結で155億円を見込んでいま
すが、我々としては確実な収益確保と、それを上回る活動を
しなければなりません。又、４月１日に旧日金工との完全統
合を果たし、新生「日新製鋼」が誕生し早期の組織編成に向
けた議論を進め、６月に衣浦支部を立ち上げ全国５支部体制
となりました。新たな仲間が加わり日新製鋼の基盤強化に向
けた活動を展開しております。一方、周南製鋼所におきまし
ては「製鋼リフレッシュ工事」が行われ、来年４月のホット
ランに向け早期にシナジー効果の発現が強く求められており、
労働組合としてはチェック機能を最大限発揮させながら周南
製鋼所の存在価値を高めていく所存です。
　次に、政策制度への取り組みですが、来年４月の統一地方
選挙を皮切りに、再来年には周南市議選などが予定されてお
り、周南支部としては前回の反省を基に、予定候補者であり
ます「得重謙二」氏の再挑戦を決定しています。これから様々
な活動を展開してまいリますが、OB会の皆様は労働組合にとっ
て組織最大の理解者であり、支援者であると考えていますの
で、何卒ご理解とご支援をお願いする次第です。
　取り巻く環境は不透明な状況が続くものと考えていますが、
我々の使命でもあります「雇用を守る」、そしてOBの皆様
を含めた、生活の安心・安定を目指し、この難局を一丸となっ
て乗り越えていく所存でございますので、引き続き、ご指導・
ご鞭撻をお願い申し上げます。

レポート後記

　あっという間に過ぎた３時間
の懇親会は、岡村 昭さんの万
歳三唱で締めくくられた。会場
をあとにする皆さんの、どの笑
顔にも新しいエネルギーが感じ
取れ、OB会総会は「パワース
ポット」の役割を果たしている
と確信した。
　“話より～、行ってみた方が
早わか～り～”来年は是非あな
たのご出席をお待ちしておりま
す。
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平成27年趣味グループ活動計画

○春季の部（４月中旬）～大津島を歩く～
　徳山港9:30～瀬戸浜～10kmウォーク～馬島

　春の日差しのもと潮風をいっぱい

　吸って歩きましょう。

○秋季の部（10月末）

　～関門トンネルを歩こう～
　下関駅～（バス）～みもすそ川町

　～関門トンネル～めかり公園～

　門司　港～（連絡船）～唐戸～下関駅

　担当幹事　藤井　暢子　℡0834-29-0704

　　　　　　柳谷　英治　℡0834-22-2753

○例会　第３水曜日　９時30分～15時

○場所　�日新製鋼厚生会館和室　但し、１月、７月は

岐山倶楽部で例会および懇親会を行う。

○会費　千円（昼食代他）

○対局方法　段級位ハンディ戦

　担当幹事　落合　市郎　℡0834-31-3125

○例会　１月、３月、７月、９月の第４水曜日

　グループ別リーグ戦　５月、11月の第４水曜日

○時間　９時15分～14時

○場所　岐山倶楽部

○参加費　例会　昼食代実費

　　　　　リーグ戦　賞品代千円＋昼食代

○申し込み要領

　例会；練習将棋であり、特に案内はしません。

　リーグ戦；往復はがきで案内をしますので返信を。

　自由参加で当日参加者の誰とでも対戦できます。

　�初参加希望者は幹事に電話連絡ください。詳細の案

内をします。

　担当幹事　渡邉　　勲　℡0834-28-7928

　　　　　　磯崎　卓司　℡0834-28-6932

○例会　３月、７月、９月、12月　第２水曜日

　　　　17時～20時

○場所「クレソンハウス」（周南市橋本町１の53）

○会費　３千円（カラオケ、飲食代ほか）

　担当幹事　原田　　亮　℡0834-63-5200

　　　　　　吉光　啓輔　℡0834-62-0793

○日　程　平成27年５月18・19日

○行き先　平戸温泉と平戸周遊
○会　費　３万円

○募集人員　30名

○申し込みは、事務局又は担当幹事に連絡を。

　担当幹事　荒木　俊英　℡090-9061-4049

　　　　　　江波　一男　℡0834-63-2491

○釣り大会　５月下旬　アジ釣り

　　　　　　９月下旬　キス釣り

○集合場所　肌合わせ港（周南製鋼所東）

○募集人員　20名程度

◯その他　　別途連絡

　担当幹事　国本　恒保　℡0834-63-4831

　　　　　　徳原　雅士　℡0834-63-6429

○OB会ゴルフコンペ日程

　第160回　３月26日（木）　　徳山国際CC

　第161回　４月21日（火）　　周防CC

　第162回　５月28日（木）　　中須GC

　第163回　７月23日（木）　　徳山国際CC

　第164回　９月24日（木）　　周防CC

　第165回　11月17日（火）　　中須GC

　担当幹事　河野　龍秀　℡090-8967-7977

　　　　　　高光　修司　℡0834-68-4018

○開催日　毎月２～４回（日曜日）　３時間/回

○場　所　陶房「春」（周南市戸田3231）

○会　費　３千円/月（用具・粘土は含む、専門家の

　　　　　指導あり）

○募　集　初めての方、大いに歓迎します。

　担当幹事　松村　　整　℡0834-83-3671

　　　　　　岩山　要治　℡0834-63-6806

○月例会　毎月第２火曜日９時～12時

○場　所　岐山倶楽部

　担当幹事　山本　靖彦　℡0834-88-1990

○３月下旬　じゃがいも植付け

○４月中旬　かぼちゃ植付け

○６月上旬　（草刈り）　下旬　じゃがいも堀上げ

　　　　　　薩摩芋つる植付け　枝豆種まき

○８月　　　（草刈り）

○10月下旬　薩摩芋収穫

○11月上旬　玉ねぎ植付け　中旬　そら豆植付け

　　“畑の個人貸出しも募集しています”

　担当幹事　福田　　勤　℡0834-21-9366

　　　　　　吉光　啓輔　℡0834-62-0793

申し込みは、事務局へ、電話・FAX・Eメールで！
電話/FAX　0834-63-1128　Eメール　nisshin-ob@poppy.ocn.ne.jp

（事務局には月・水・金曜日の10時～14時まで在席しています。
不在の場合は「留守番電話」にメッセージを）
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２
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９
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力
と
熱
意
、
会
員
の
皆
様
の
Ｏ
Ｂ
会
へ
の
ご
協
力
無
く
し
て
は
成

り
立
た
な
い
と
認
識
し
て
お
り
、
我
々
人
事
チ
ー
ム
も
少
し
で
も
そ
の
お
役
に

立
て
た
ら
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
↘

　

日
新
製
鋼
周
南
Ｏ
Ｂ
会
の
皆
様
方
に
は
、
ご
健
勝
で
ご
精
励
の
こ
と
と
存
じ

ま
す
。

　

わ
が
国
経
済
は
、
政
府
の
経
済
政
策
効
果
等
を
背
景
に
製
造
業
を
中
心
に
緩

や
か
な
回
復
基
調
で
推
移
し
た
も
の
の
、
消
費
税
増
税
の
影
響
や
中
国
経
済
の

減
速
懸
念
な
ど
か
ら
、
不
透
明
感
が
残
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状

況
下
に
お
い
て
、
当
社
の
平
成
26
年
度
の
収
益
は
２
年
連
続
で
黒
字
を
確
保
で

き
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
日
新
製
鋼
グ
ル
ー
プ
従
業
員

が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
安
定
し
た
収

益
を
確
保
で
き
る
強
靭
な
企
業
基
盤
の
構
築
に
向
け
て
、
切
磋
琢
磨
し
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
、
周
南
製
鋼
所
に
お
き
ま
し
て
は
「
製
鋼
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
工
事
」
を
完

遂
さ
せ
、
４
月
の
ホ
ッ
ト
ラ
ン
に
向
け
、
日
新
製
鋼
の
再
生
を
力
強
く
、
周
南

製
鋼
所
の
存
在
価
値
を
高
め
て
い
く
た
め
に
、
労
働
組
合
と
し
て
の
チ
ェ
ッ
ク

機
能
を
最
大
限
発
揮
し
な
が
ら
、し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

最
後
に
、
労
使
課
題
を
含
め
て
様
々
な
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
が
、
労

使
の
使
命
で
あ
り
ま
す
「
雇
用
を
守
り
」、
そ
し
て
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
方
を
含
め
た
、

生
活
の
安
心
・
安
定
を
め
ざ
し
、
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
、
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

↙
「
製
鋼
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
工
事
」
は
、
今
年
４
月
の
営
業
生
産
に
向
け
佳
境

に
入
っ
て
お
り
、
諸
先
輩
方
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
周
南
製
鋼
所
を
よ
り
一
層
強

い
製
鋼
所
に
す
る
た
め
に
、
現
役
一
同
、
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
安
全
に
！

周
南
製
鋼
所
だ
よ
り

「
製
鋼
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

　
　
　
工
事
」
は
佳
境
に

周
南
製
鋼
所

人
事
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

棚た
な

田だ 

裕
一
郎

近
況
報
告

良
好
な

労
使
関
係
を
築
い
て 日

新
製
鋼
労
働
組
合

周
南
支
部
執
行
委
員
長

新
村 

一
男
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◯
健
康
診
断
で
２
割
が

　

皆
さ
ん
「
貯
筋
」
し
て
い
ま
す
か
？
こ
こ

で
い
う
チ
ョ
キ
ン
は
、
お
金
の
貯
金
で
は
な

く
、
筋
肉
の
貯
筋
の
こ
と
で
す
。
お
金
は
使

う
と
減
り
ま
す
が
筋
肉
は
、「
使
っ
て
貯
め
る
」

と
こ
ろ
が
特
徴
で
す
。

　

こ
の
貯
筋
運
動
は
、
福
本
哲
夫
・
鹿
屋
体

育
大
学
学
長
が
提
唱
し
て
お
り
、
新
聞
や
Ｔ

Ｖ
で
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
方
も
い
る
か
と

思
い
ま
す
。
簡
単
な
運
動
を
継
続
し
、歩
く
・

立
つ
・
座
る
・
階
段
を
上
が
る
な
ど
、
生
活

の
基
本
動
作
が
自
力
で
で
き
る
筋
肉
の
維
持

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
20
代
か
ら
高
齢
者

ま
で
の
約
２
千
人
の
さ
ま
ざ
ま
な
筋
肉
を
調

べ
た
と
こ
ろ
、
加
齢
に
よ
る
筋
肉
の
減
り
方

は
場
所
に
よ
り
違
っ
て
い
ま
し
た
。
胸
の
筋

肉
量
は
高
齢
者
に
な
っ
て
も
ほ
と
ん
ど
落
ち

ま
せ
ん
が
、太
も
も
の
前
の
「
大
腿
四
頭
筋
」

は
20
代
で
１
升
瓶
ほ
ど
の
１
・
８
リ
ッ
ト
ル

あ
っ
た
の
が
、
70
代
で
は
１
リ
ッ
ト
ル
で
半

分
近
く
ま
で
減
っ
て
い
ま
し
た
。
太
も
も
の

前
の
筋
肉
は
椅
子
か
ら
立
ち
上
が
る
な
ど
日

常
生
活
で
最
も
必
要
な
筋
肉
に
な
り
ま
す
。

腹
筋
の
厚
さ
も
20
代
の
男
性
で
２
セ
ン
チ

あ
っ
た
の
が
、
70
代
で
は
半
分
以
下
の
数
ミ

リ
に
減
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
貯
筋
運
動
は
足
と
、
お
腹
の
筋
肉

を
主
に
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

《
座
っ
て
行
う
運
動
》

①
つ
ま
先
上
げ
の
運
動

　

椅
子
に
座
っ
て
足
の
裏
を
床
に
つ
け
る
。

　

そ
こ
か
ら
、
爪
先
を
上
げ
て
、
下
ろ
す
を

繰
り
返
す
。
最
初
は
、
片
方
の
足
を
上
げ
下

ろ
し
、
次
に
逆
の
足
、
と
交
互
に
ゆ
っ
く
り

20
回
。
無
理
な
く
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ら

▽
両
足
を
同
時
に
▽
左
を
上
げ
て
右
は
下
ろ

す
と
い
う
左
右
逆
の
動
き
。
す
ね
を
鍛
え
る

と
爪
先
を
上
げ
や
す
く
な
り
、
つ
ま
ず
い
て

転
ぶ
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。
１
セ
ン
チ
で

も
高
く
上
が
る
だ
け
で
転
倒
の
危
険
は
か
な

り
減
り
ま
す
。

②
か
か
と
上
げ
の
運
動

　

椅
子
に
座
っ
て
足
の
裏
を
床
に
つ
け
る
。

そ
こ
か
ら
爪
先
を
床
に
つ
け
た
ま
ま
か
か
と

を
上
げ
て
、
下
ろ
す
を
繰
り
返
す
。
ふ
く
ら

は
ぎ
の
筋
肉
を
鍛
え
る
運
動
。
最
初
は
ゆ
っ

く
り
、
左
右
を
交
互
に
20
回
。
慣
れ
た
ら
爪

先
の
運
動
と
同
じ
よ
う
に
変
化
を
つ
け
よ
う
。

　

ふ
く
ら
は
ぎ
を
鍛
え
る
と
歩
く
の
が
ス
ム
ー

ズ
に
な
り
ま
す
。

③
上
体
お
こ
し
（
お
腹
）
の
運
動

　

椅
子
に
座
り
両
手
を
交
差
さ
せ
て
胸
に
あ

て
る
。
上
体
を
軽
く
前
へ
丸
め
た
姿
勢
で
後

方
に
倒
し
前
方
へ
戻
す
。
戻
す
時
は
お
な
か

に
力
を
入
れ
て
息
を
吐
き
な
が
ら
弾
み
を
つ

け
ず
に
ゆ
っ
く
り
と
。
慣
れ
た
ら
胸
に
当
て

た
肘
を
反
対
側
の
太
も
も
に
近
づ
け
る
よ
う

に
や
る
と
体
を
ひ
ね
る
運
動
に
も
な
る
。
筋

肉
は
毎
日
合
成
と
分
解
が
繰
り
返
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
高
齢
者
の
筋
肉
が
衰
え
て
い
く
の

は
合
成
と
分
解
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
い
く

た
め
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
貯
筋
運
動
を

続
け
て
い
く
と
日
常
生
活
に
不
自
由
を
き
た

さ
な
い
だ
け
の
筋
肉
量
が
保
持
で
き
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
健
康
・
体
力
づ
く
り
事

業
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
貯
筋
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
サ
イ
ト
）
を
ご
覧
下
さ
い
。
運
動
の
動
画

や
貯
筋
通
帳
の
使
い
方
な
ど
の
説
明
が
あ
り
、

よ
り
詳
し
く
や
り
方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

康
健

ズ
ー
リ
シ

貯
筋
し
よ
う
！

周
南
製
綱
所

　

総
務
部　

人
事
チ
ー
ム

　

ト
レ
ー
ナ
ー　

古
谷 
真
弓
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●
昭
和
22
年
に
奈
切
の
製
缶
工
場

に
入
社
。
若
い
も
の
ば
か
り
で
職

場
が
面
白
か
っ
た
。
製
缶
休
止
後

３
ｔ
ｏ
ｎ
電
気
炉
へ
。
昭
和
37
年

ご
ろ
南
陽
工
場
の
造
塊
で
長
年
勤

務
し
た
。
重
岡
孝
之
進
さ
ん
ら
が

居
ら
れ
た
。
●
昭
和
59
年
に
定
年

退
職
し
た
。
家
で
は
百
姓
を
83
歳

ま
で
３
反
の
農
作
を
や
っ
た
。
●

晩
酌
は
殆
ど
や
ら
な
い
。
好
き
嫌

い
は
無
い
。
自
治
会
長
な
ど
順
番

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
し
た
。
今

は
、
家
内
の
通
院
の
世
話
を
し
て

い
る
。
車
で
の
旅
行
が
好
き
だ
っ

た
の
で
、
元
気
な
時
は
四
国
88
ヶ

所
め
ぐ
り
を
13
回
や
っ
た
。

●
平
成
24
年
に
胆
石
の
診
断
を
受

け
た
が
そ
の
後
２
年
経
過
し
今
は

異
常
な
し
。
●
昭
和
16
年
14
才
で

養
成
工
と
し
て
入
社
。
当
時
身
長

は
１
２
８
㎝
現
在
１
５
６
㎝
、
体

重
25
㎏
現
在
59
㎏
と
会
社
で
大
き

く
な
っ
た
。
南
陽
工
場
で
は
昭
和

34
年
臨
時
建
設
本
部
に
勤
務
し
精

整
の
Ｃ
Ｓ
に
２
年
、
河
本
啓
介
、

西
本
勲
さ
ん
ら
が
お
ら
れ
た
。
そ

れ
か
ら
Ｚ
Ｍ
、
Ｒ
Ｇ
へ
。
昭
和
41

年
に
保
全
作
業
長
に
な
り
、
最
後

の
２
年
間
を
教
育
セ
ン
タ
ー
で
勤

務
し
た
。
●
熱
延
の
山
本
尚
布
さ

ん
に
は
三
交
代
直
修
班
が
で
き
た

後
に
も
、
度
々
夜
間
呼
び
出
さ
れ

た
。
盆
も
正
月
も
な
か
っ
た
。
●

５
年
前
に
奥
さ
ん
が
倒
れ
ら
れ
た
。

３
年
前
に
入
院
さ
れ
今
年
お
亡
く

な
り
に
な
っ
た
。
現
在
一
人
暮
ら

し
さ
れ
て
い
る
。
物
腰
に
寂
し
さ

は
伺
え
る
も
の
の
、元
気
に
頑
張
っ

て
お
ら
れ
る
様
子
が
感
じ
取
れ
た
。

今
も
、車
を
運
転
し
て
お
ら
れ
る
。

●
昭
和
23
年
奈
切
の
鋼
板
工
場
精

整
に
入
社
。
そ
の
後
、
富
田
工
場

か
ら
南
陽
工
場
へ
。
工
程
推
進
、

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
、
緑
化
班
を
勤

め
た
。
●
趣
味
の
一
番
は
写
真
で
、

応
接
間
に
た
く
さ
ん
の
作
品
が
掲

げ
て
あ
り
カ
メ
ラ
月
刊
誌
も
購
読

さ
れ
て
い
る
。
市
美
展
に
も
出
品

さ
れ
市
長
賞
を
は
じ
め
入
選
も
何

度
か
さ
れ
て
い
る
。
梅
田
正
一
さ

ん
と
の
交
流
は
あ
る
が
写
真
仲
間

も
少
な
く
な
っ
た
と
か
。
●
カ
ラ

オ
ケ
も
趣
味
の
一
つ
。
畑
仕
事
は

現
役
時
代
は
、や
ら
な
か
っ
た
が
、

や
っ
て
み
る
と
面
白
い
。
収
穫
の

喜
び
が
あ
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

老
人
会
の
世
話
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会

の
裏
方
な
ど
も
さ
れ
て
い
る
。
●

若
い
時
に
胃
潰
瘍
に
な
っ
た
が
、

今
は
丈
夫
で
あ
る
。
●
オ
ー
ル
ド

ボ
ー
イ
で
仲
間
の
死
亡
を
知
る
こ

と
が
多
く
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
お

悔
や
み
に
行
く
こ
と
も
。
奥
さ
ん

も
お
元
気
そ
う
で
、
コ
ー
ヒ
ー
を

い
た
だ
い
た
。

●
足
腰
が
思
わ
し
く
な
く
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
は
遠
慮
さ
れ
た
。
日
頃
、

天
気
の
い
い
日
な
ど
に
は
庭
の
手

入
れ
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
、
訪
問

し
た
時
期

に
は
正
月

用
の
葉
牡

丹
を
育
て

て
お
ら
れ

た
。

伊藤　廣一�さん

S2.3.9生まれ
元�製鋼課

（周南市栗屋）

金子喜三郎�さん

S2.3.12生まれ
元�保全課

（周南市江の宮町）

清水　虎彦�さん

S2.4.22生まれ
元�人事課

（周南市西北山）

田中　俊作�さん

S2.3.6生まれ
元�材料課

（周南市野村）

昨年、米寿のお祝いを受けられた９名の皆さんに、長寿番付表をもって
自宅にお伺いし、近況や懐かしい思い出などを語っていただきました。

協力　中田攝雄さん、中川卓夫さん、大川勝也さん

� 伊藤廣一邸

清水虎彦さんの応接室
（誌上美術館でも掲載しています）
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●
昭
和
23
年
に
奈
切
に
入
社
。
圧

延
、
整
備
を
経
て
昭
和
33
年
に
南

陽
工
場
に
移
っ
た
。
冷
延
、
精
整

の
建
屋
だ
け
の
時
代
か
ら
ず
っ
と

保
安
係
を
続
け
た
。
●
今
年
か
ら

田
ん
ぼ
は
止
め
て
野
菜
作
り
を
し

て
い
る
。
朝
か
ら
ぶ
ら
ぶ
ら
が
多

い
。
●
家
内
は
歩
け
る
が
足
が
不

自
由
な
の
で
、
車
で
買
い
物
に
連

れ
て
行
く
。
●
食
事
は
何
で
も
食

べ
野
菜
が
多
い
。
刺
し
身
は
好
き

で
は
な
い
。
●
訪
問
し
た
時
は
、

家
の
そ
ば
の
川
沿
い
を
網
を
持
っ

て
歩
き
ま
わ
っ
て
お
ら
れ
、
お
元

気
な
様
子
が
伺
わ
れ
た
。

●
昭
和
21
年
に
奈
切
の
発
電
所
へ

入
社
。
そ
の
後
、
東
海
岸
の
メ
ッ

キ
工
場
へ
。
昭
和
41
年
富
田
工
場

へ
。
昭
和
49
年
に
周
南
の
２
Ｍ
Ｒ

Ｓ
の
団
子
と
脱
水
へ
。
●
54
才
で

早
期
退
職
し
て
中
村
元
さ
ん
の
後

任
で
常
盤
荘
の
管
理
人
を
。
63
歳

ま
で
勤
め
て
退
任
し
た
。
●
現
在

は
近
所
に
あ
る
墓
の
管
理
人
、
防

犯
隊
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
な
ど
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
。

●
奥
さ
ん
が
足
が
不
自
由
と
の
こ

と
で
、
世
話
を
す
る
た
め
に
自
分

は
元
気
で
居
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
健
康
食
品
を
愛
用
と
か
。

●
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
も
楽
し
ん
で

お
ら
れ
、
長
寿
の
秘
訣
は
と
に
か

く
手
足
の
運
動
を
す
る
こ
と
と

言
っ
て
お
ら
れ
た
。
後
輩
に
は
元

気
で
頑
張
っ
て
欲
し
い
。

●
昭
和
23
年
６
月
奈
切
鋼
板
課
の

圧
延
に
入
社
。
そ
の
後
機
械
課
へ

行
き
ガ
ス
発
生
装
置
、
ボ
イ
ラ
ー

の
担
当
だ
っ
た
。
そ
の
後
磨
帯
鋼

か
ら
南
陽
工
場
へ
。
ボ
イ
ラ
ー
の

運
転
を
12
年
勤
め
、
ボ
イ
ラ
ー
事

故
に
も
遭
遇
し
た
。
製
鋼
で
２
年

勤
め
保
安
係
で
14
年
過
ご
し
た
。

●
３
年
前
に
奥
様
を
亡
く
さ
れ
施

設
に
入
っ
た
。
現
在
、
き
ず
な
苑

で
は
風
呂
、
食
事
付
で
誕
生
会
、

忘
年
会
も
あ
り
、
お
酒
も
で
る
の

で
う
れ
し
い
。
苑
内
に
は
Ｂ
Ｇ
Ｍ

が
流
れ
、
カ
ラ
オ
ケ
も
で
き
、
詩

吟
部
に
い
た
の
で
得
意
。
費
用
は

月
７
～
12
万
円
で
恵
ま
れ
て
い
る
。

●
車
は
80
才
で
止
め
た
。
散
歩
を

毎
日
楽
し
ん
で
い
る
。
元
気
な
の

で
90
才
の
女
性
か
ら
「
ま
だ
恋
が

で
き
ま
す
ね
」
と
言
わ
れ
る
。
●

Ｏ
Ｂ
会
員
の
高
橋
英
雄
さ
ん
も
入

苑
し
て
お
ら
れ
部
屋
へ
一
緒
に
訪

問
し
た
。
お
元
気
で
カ
ラ
オ
ケ
グ

ル
ー
プ
の
例
会
へ
出
席
し
た
い
と

言
っ
て
お
ら
れ
た
。

●
国
道
か
ら
一
歩
入
っ
た
旧
山
陽

街
道
沿
い
の
築
１
０
０
年
の
古
民

家
の
佇
ま
い
で
菊
作
り
を
楽
し
ん

で
お
ら
れ
た
。
事
前
質
問
に
対
し

て
メ
モ
を
準
備
さ
れ
て
い
た
。
●

健
康
状
態
は
腰
か
ら
下
が
し
び
れ

る
こ
と
が
あ
り
悪
い
。
ヘ
ル
ニ
ア

手
術
後
ス
イ
ミ
ン
グ
を
し
て
い
る
。

奥
さ
ん
も
少
し
不
自
由
と
の
こ
と
。

●
長
寿
の
秘
訣
は
出
来
る
だ
け
体

を
動
か
す
こ
と
。
畑
仕
事
な
ど
で
。

●
趣
味
は
サ
ツ
キ
盆
栽
、
菊
つ
く

り
。
●
食
事
は
好
き
嫌
い
な
し
。

晩
酌
は
焼
酎
を
少
し
だ
け
。
●
職

歴
は
昭
和
22
年
に
奈
切
に
入
社
。

帯
鋼
～
富
田
工
場
の
ス
リ
ッ
タ
ー

へ
。そ
の
後
、京
瀧
の
紙
セ
ン
タ
ー

か
ら
菊
浜
工
業
の
ス
リ
ッ
タ
ー
を

担
当
し
た
。
●
一
番
の
思
い
出
は

神
崎
工
場
の
ス
リ
ッ
タ
ー
応
援
に

単
身
で
半
年
行
っ
た
。そ
の
時
に
、

家
族
を
呼
ん
で
伊
勢
神
宮
、
那
智

の
滝
を
見
物
し
た
こ
と
。
●
後
輩

へ
。
健
康
第
一
で
、
職
務
を
全
う

し
て
欲
し
い
。

●
本
人
、
ご
家
族
と
も
連
絡
が
つ

か
ず
。
福
田
辯
三
さ
ん
の
情
報
に

よ
る
と
入
院
加
療
中
と
の
こ
と
で

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
う
こ
と
が
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
。

●
12
月
７
、
８
日
の
両
日
で
９
名

の
米
寿
の
皆
さ
ん
の
ご
自
宅
を
、

お
邪
魔
し
ま
し
た
。
●
近
年
奥
様

を
な
く
さ
れ
一
人
暮
ら
し
の
方
、

施
設
生
活
の
方
、
奥
様
の
通
院
に

寄
り
添
う
た
め
に
健
康
に
留
意
し

て
い
る
方
、ご
自
身
も
足
腰
が
弱
っ

て
お
ら
れ
る
方
な
ど
な
ど
、
な
ん

ら
か
の
負
の
条
件
を
抱
え
な
が
ら

も
、
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
に
、
楽
し

み
を
見
つ
け
て
元
気
に
生
活
さ
れ

て
い
る
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
ま

し
た
。●
外
で
待
っ
て
い
て
下
さ
っ

た
り
、
お
も
て
な
し
を
頂
い
た
皆

さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

新原　公夫�さん

S2.1.10生まれ
元�労務課

（周南市大字呼坂）

福田　辯三�さん

S2.2.1生まれ
元�人事課

（下松市潮音町）

森広　　正�さん

S2.7.14生まれ
元�人事課

（周南市速玉町きずな苑）

吉見　　孝�さん

S2.12.28生まれ
元�精整課

（周南市遠石）

伊藤　義昭�さん

S2.8.9生まれ
元�製鋼課

（下松市楠木町）

新原公夫邸

福田辯三邸

訪
問
後
記
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日新製鋼周南OB会員長寿番付（平成27年春場所）

横
綱 

大
野
吉
雄 

九
九

横
綱 

山
本
泰
正 

九
七

大
関 

大
崎
三
郎 

九
七

大
関 

原
田
栄
治 

九
五

関
脇 

津
森
音
治 

九
四

関
脇 

山
内
実
男 

九
三

小
結 

原
田
芳
郎 

九
三

小
結 

高
橋
英
雄 

九
三

前
頭 

山
本
雄
三 

九
二

前
頭 
松
本
達
雄 

九
二

前
頭 
永
井
元
廣 

九
二

前
頭 
小
松
　
豊 

九
一

前
頭 

末
次
悦
雄 

九
一

前
頭 

相
本
　
傳 
九
〇

前
頭 

渡
辺
利
夫 
九
〇

前
頭 

篠
田
顕
治 

九
〇

前
頭 

藤
澤
杉
夫 

九
〇

十
両 

福
田
辨
三 

八
九

十
両 

伊
藤
広
一 

八
九

十
両 

清
水
虎
彦 

八
九

十
両 

伊
藤
義
昭 

八
九

十
両 

山
田
太
郎 

八
八

十
両 

西
村
和
美 

八
八

十
両 

山
本
敏
行 

八
八

十
両 

松
永
廣
海 

八
八

十
両 

松
尾
林
廳 

八
八

十
両 

藤
井
昭
男 

八
八

十
両 

升
守
一
典 

八
七

十
両 

年
光
春
雄 

八
七

十
両 

西
田
良
策 

八
七

十
両 

柳
　
一
郎 

八
七

十
両 

岡
村
　
昭 

八
七

十
両 

山
本
昭
雄 

八
七

十
両 

清
水
利
治 

八
六

十
両 

杉
岡
　
歩 

八
六

十
両 
岸
村
高
明 

八
六

幕
下 

兼
重
数
雄 

八
六

幕
下 

中
尾
貞
治 

八
六

幕
下 

廣
中
一
農
夫 

八
五

幕
下 

深
町
　
章 

八
五

幕
下 

山
本
久
雄 

八
五

幕
下 

五
島
　
實 

八
五

幕
下 

佐
古
圭
助 

八
五

幕
下 

藤
井
健
三 

八
五

幕
下 

山
時
輝
己 

八
五

幕
下 

松
本
太
作 

八
五

幕
下 

松
本
輝
之 

八
五

幕
下 

磯
村
一
馬 

八
五

幕
下 

沖
手
　
誠 

八
五

幕
下 

尾
本
　
保 

八
五

幕
下 

兼
重
和
剛 

八
四

幕
下 

長
廣
詳
右 

八
四

幕
下 

貞
廣
晴
次 

八
四

幕
下 

秋
本
聖
次 

八
四

幕
下 

迫
田
　
巧 

八
四

幕
下 

浅
田
秋
義 

八
四

幕
下 

岩
本
郁
二 

八
四

会
　
長
　
山
上
哲
也 

七
九

副
会
長
　
小
川
博
己 
七
四

副
会
長
　
田
中
尚
一 
七
五

事
務
局
長
　
　
　
林
　
秀
雄 

七
六

事
務
局
次
長
　
　
河
嶋
龍
彦 

七
〇

総
務
担
当
幹
事
　
林
　
浩
一 

七
〇

総
務
担
当
幹
事
　
加
藤
　
栄 

六
九

会
計
担
当
幹
事
　
西
田
恭
滋 

六
八

会
計
監
査
　
　
　
原
田
征
勝 

七
七

会
計
監
査
　
　
　
有
富
敏
洋 

七
四

横
綱

 
大
野
吉
雄
さ
ん

横
綱

 

山
本
泰
正
さ
ん

蒙
御
免
行司

東

（平成27年数え年）
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日新製鋼周南OB会員長寿番付（平成27年春場所）

横
綱 

小
林
千
良 

九
八

横
綱 

河
村
久
夫 

九
七

大
関 

山
本
尚
布 

九
六

大
関 

須
山
経
雄 

九
四

関
脇 

神
田
茂
太 

九
四

関
脇 

清
木
正
行 

九
三

小
結 

田
村
久
一 

九
三

小
結 

小
田
五
郎 

九
二

前
頭 

末
岡
時
男 

九
二

前
頭 

浜
田
利
人 

九
二

前
頭 
中
村
好
男 

九
一

前
頭 
西
本
孝
美 

九
一

前
頭 

明
石
幸
男 

九
〇

前
頭 

新
田
勝
巳 
九
〇

前
頭 

金
近
　
勝 
九
〇

前
頭 

北
村
阪
雄 
九
〇

前
頭 

新
原
公
夫 

八
九

十
両 

田
中
俊
作 

八
九

十
両 

金
子
喜
三
郎 

八
九

十
両 

森
弘
　
正 

八
九

十
両 

吉
見
　
孝 

八
九

十
両 

三
澤
昭
三 

八
八

十
両 

長
松
　
誠 

八
八

十
両 

德
原
光
昭 

八
八

十
両 

国
重
　
豊 

八
八

十
両 

古
谷
敏
雄 

八
八

十
両 

伊
藤
　
完 

八
八

十
両 

松
本
晴
生 

八
七

十
両 

戸
川
昭
二 

八
七

十
両 

上
田
武
夫 

八
七

十
両 

山
本
研
二 

八
七

十
両 

藤
井
親
登 

八
七

十
両 

兼
重
　
正 

八
六

十
両 

浅
田
輝
男 

八
六

十
両 

江
波
梅
樹 

八
六

十
両 

藤
井
　
勝 

八
六

幕
下 

温
品
亨
二 

八
六

幕
下 

原
田
茂
夫 

八
六

幕
下 

伊
藤
春
夫 

八
五

幕
下 

藤
谷
醇
夫 

八
五

幕
下 

上
田
良
實 

八
五

幕
下 

内
山
　
清 

八
五

幕
下 

松
本
　
昭 

八
五

幕
下 

田
中
政
文 

八
五

幕
下 

清
水
政
雄 

八
五

幕
下 

宮
崎
茂
男 

八
五

幕
下 

重
岡
良
彦 

八
五

幕
下 

木
村
隆
生 

八
五

幕
下 

重
岡
孝
之
進 

八
五

幕
下 

河
村
幸
男 

八
四

幕
下 

伊
藤
富
生 

八
四

幕
下 

橋
本
幸
男 

八
四

幕
下 

山
根
繁
晴 

八
四

幕
下 

藤
井
克
彦 

八
四

幕
下 

重
國
文
健 

八
四

幕
下 

松
岡
俊
治 

八
四

幕
下 

武
居
浩
見 

八
四

会
　
長
　
山
上
哲
也 

七
九

副
会
長
　
小
川
博
己 

七
四

副
会
長
　
田
中
尚
一 

七
五

事
務
局
長
　
　
　
林
　
秀
雄 

七
六

事
務
局
次
長
　
　
河
嶋
龍
彦 

七
〇

総
務
担
当
幹
事
　
林
　
浩
一 

七
〇

総
務
担
当
幹
事
　
加
藤
　
栄 

六
九

会
計
担
当
幹
事
　
西
田
恭
滋 

六
八

会
計
監
査
　
　
　
原
田
征
勝 

七
七

会
計
監
査
　
　
　
有
富
敏
洋 

七
四

横
綱

 
小
林
千
良
さ
ん

横
綱

 

河
村
久
夫
さ
ん

蒙
御
免
行司

西

（平成27年数え年）
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①　

健
康
は
笑
顔
か
ら
！
若
い
頃
か
ら
そ

う
思
っ
て
い
て
笑
い
皺
が
多
く
な
り
ま
し

た
が
お
陰
で
今
も
元
気
で
や
っ
て
い
ま
す
。

②　

楽
し
み
に
し
て
い
る
の
は
、
孫
と
触

れ
合
う
こ
と
。
旅
行
に
行
っ
た
り
、
週
末

に
サ
ッ
カ
ー
（
中
２
）
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
（
小

６
）
が
あ
る
時
は
そ
の
応
援
。
結
構
カ
ッ

カ
す
る
け
ど
楽
し
い
。
そ
れ
が
な
い
時
は

ゴ
ル
フ
。
こ
れ
も
カ
ッ
カ
す
る
け
ど
ま
た

楽
し
い
。

③　

人
生
振
り
返
れ
ば
夢
の
ま
た
夢
。
こ

れ
か
ら
も
楽
し
い
夢
を
追
い
続
け
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

④　

こ
の
写
真
は
、
Ｏ
Ｂ
会
幹
事
の
国
本

さ
ん
の
娘
さ
ん
夫
婦
が
種
子
島
で
経
営
す

る
カ
ヌ
ー
教
室
に
、
孫
達
と
参
加
し
た
時

の
も
の
で
す
。

①　

健
康
状
態
は
良
い
で
す
。

　
　

や
や
肥
満
。
血
圧
が
高
い
。

②　

庭
の
手
入
れ
（
剪
定
）。
ゴ
ル
フ
に

行
く
こ
と
。
さ
つ
き
の
手
入
れ
。
米
、
野

菜
を
植
え
て
収
穫
時
の
喜
び
。

③　

特
に
な
し
。

④　

オ
ー
ル
ド
ボ
ー
イ
の
来
る
の
を
楽
し

み
に
待
っ
て
い
ま
す
。

①　

２
、
３
薬
を
服
用
し
て
い
ま
す
が
、

ま
あ
健
康
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
糖

尿
病
と
言
わ
れ
ま
し
た
の
で
歩
く
こ
と
、

野
菜
を
多
く
摂
る
こ
と
は
心
掛
け
て
い
ま

す
。

②　

日
々
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
Ｏ
Ｂ
仲
間

と
の
ゴ
ル
フ
が
楽
し
み
で
す
。
月
数
回
は

コ
ン
ペ
に
参
加
し
、
年
２
～
３
回
は
ゴ
ル

フ
旅
行
に
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
回
「
こ
ん

な
筈
じ
ゃ
な
い
の
う
」と
思
い
な
が
ら
も
、

又
次
に
も
出
か
け
て
い
ま
す
。

③　

Ｏ
Ｂ
会
総
会
で
昔
の
な
つ
か
し
い
仲

間
と
再
会
し
語
り
合
う
こ
と
は
年
１
回
の

楽
し
み
で
す
。も
っ
と
多
く
の
仲
間
と
出
会

い
た
い
も
の
で
す
。皆
さ
ん
行
き
ま
し
ょ
う

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

④　

特
に
な
し
。

①　

生
涯
現
役
と
し
て
89
歳
で
す
が
農
業

を
し
て
お
り
ま
す
。
病
院
は
歯
の
定
期
検

診
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。
内
科
に
は
市
の

定
期
検
診
の
連
絡
票
が
来
た
場
合
は
検
診

を
受
け
て
健
康
維
持
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

と
同
時
に
地
域
の
皆
様
と
の
交
流
で
会
話

も
し
、
元
気
を
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。

楽
し
い
夢
を

　
　
　

追
い
続
け
ま
し
ょ
う
！

ゴ
ル
フ
と
収
穫
の
喜
び
を

仲
間
と
の
出
会
い
が
楽
し
み

生
涯
現
役
と
し
て

昭
和
23
年
生

元�

精
整
課

周
南
市
城
ヶ
丘

藤
井
　
一
明

昭
和
18
年
生

元�

生
産
管
理
部

周
南
市
大
字
湯
野

宮
木
　
　
浩

大
正
15
年
生

元�

材
料
課

周
南
市
大
字
大
島

北
村
　
阪
雄

昭
和
21
年
生

元�

電
気
課

周
南
市
花
陽

前
田
　
廣
巳

（種子島でカヌー教室）

（ゴルフツアーで北海道富良野にて）

　

今
回
は
で
き
る
だ
け
多
く
の
皆
さ
ん
が
原
稿
が
書
き
や
す
い
よ
う
に

ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
に
し
て
み
ま
し
た
。
質
問
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①　

健
康
状
態
は
い
か
が
で
す
か
？

　
　

日
々
、
健
康
維
持
に
気
を
つ
け
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

②　

日
々
、
楽
し
み
に
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

③　

Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

④　

自
由
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
書
き
下
さ
い
。
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②　

別
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
常
に
元
気
に

働
く
事
。
平
成
12
年
に
発
足
し
た
「
周
南

な
ん
で
も
や
ろ
う
会
」
で
月
１
回
会
員
20

数
名
で
竹
炭
、
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
肥
料
の
製
造

な
ど
で
交

流
し
食
事

会
も
楽
し

ん
で
い
ま

す
。

③　

日
新

Ｏ
Ｂ
会
が

ま
す
ま
す

発
展
す
る

よ
う
に
頑

張
っ
て
く

だ
さ
い
。

④　

徳
山

鉄
板
、
日
本
鉄
板
、
日
新
製
鋼
周
南
工
場

へ
の
発
展
に
対
す
る
思
い
出
話
等
が
あ
れ

ば
聞
か
せ
て
ほ
し
い
。

①　

お
店
を
休
ん
で
お
客
さ
ん
に
迷
惑
を

か
け
な
い
。
そ
ん
な
気
持
ち
が
幸
い
し
、

大
き
な
病
気
も
な
く
健
康
で
今
日
ま
で
き

て
い
ま
す
が
気
が
つ
け
ば
65
歳
！　

気
持

ち
だ
け
で
は
通
用
し
な
い
年
齢
だ
け
に
、

で
き
る
だ
け

歩
く
よ
う
に

心
が
け
て
い

る
と
こ
ろ
で

す
。

②　

今
は
喫

茶
店
経
営
を

ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
に
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
日
々
忙
し
く
し
て
い
ま
す

が
、
多
く
の
お
客
さ
ん
と
の
出
会
い
、
語

ら
い
に
よ
り
新
た
な
充
実
し
た
人
生
を
歩

ん
で
い
ま
す
。
で
き
れ
ば
楽
し
さ
倍
増
を

目
指
し
て
少
し
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
き
れ

ば
と
欲
張
っ
て
い
ま
す
。

③　
「
男
の
居
場
所
」
と
は
何
か
、
自
分

に
で
き
る
こ
と
を
模
索
し
こ
の
仕
事
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
て
早
５
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

よ
け
れ
ば
一
度
寄
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

場
所
は
相
生
町
２
丁
目
日
向
井
ビ
ル
１
階

「
コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
」
で
す
。

④　

特
に
無
し
。

昭
和
24
年
生

元�

労
働
組
合

周
南
市
椎
木
町

厚
東
　
茂
夫

喫
茶
店
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に

（本人前列右端）

（コーヒーハウスKOTO）

昭
和
23
年
生

元�

生
産
計
画
課

周
南
市
新
堤
町

徳
原
　
寛
治

①　

昨
年
は
体
調
を
崩
し
て
３
ヶ
月
間
通

院
の
日
々
で
し
た
。
最
近
で
は
散
歩
や
サ

イ
ク
リ
ン
グ
で
体
力
の
維
持
向
上
に
勤
め

て
い
ま
す
。

②　

家
庭
菜
園
で
野
菜
や
果
実
を
収
穫
し

た
り
、
友
達
と
船
で
釣
り
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
又
、
地
域
活
動
（
い
き
い
き
ク
ラ

ブ
）
で
料
理
や
か
ざ
り
等
を
作
っ
て
い
ま

す
。

③　

定
年
退
職
し
て
６
年
に
な
り
ま
す
が
、

皆
さ
ん
元
気
で
す
か
？
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て
健
康
管
理
を
図
っ
て
下
さ
い
。

Ｏ
Ｂ
会
総
会
に
参
加
し
て
再
会
し
ま
し
ょ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

う4

。
④　

地
域
活
動
で
も
参
加
者
を
多
く
集
め

る
に
は
、
Ｐ
Ｒ
や
ゲ
ー
ム
等
を
実
施
す
る

と
良
い
成
果
が
あ
る
よ
う
で
す
。
今
回
の

総
会
は
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
大
成
功
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

家
庭
菜
園
や
地
域
活
動
が
楽
し
み

　
　
　
　

Ｏ
Ｂ
会
総
会
で
再
会
を

15



　退職して12年となり月日の流れが随分早かった様にも、病気をしたので

長かった様な感じもします。寺嶋家に生まれた私は、母の実家に子供が居な

かったため１才半の頃、戸籍上は佐田國となりましたが高校卒業の頃までは、姓は寺嶋といい熊

毛の両親の元で育ちました。その後、姓を佐田國と変更しました。

　OB会地区情報連絡員会議の際に、吉田松陰と寺嶋忠三郎の事

について書いてほしいとのことでペンを取りました。寺嶋忠三郎

は、私の誕生から遡ること100年前に高水で生まれ、萩の藩校明

倫館に入りさらに松下村塾で松陰の門下生として学びました。松

陰が野山獄に入られている時に、忠三郎が藩庁に出獄を願い出た

ことが咎められ、国元に帰らされ謹慎の身となりました。安政６

年５月松陰は江戸に送られる事になり、その事を久坂玄瑞により

知らされ、当時の高水村原に居た忠三郎は呼坂において師と無言の別れを告げた。現在その訣別

の地（呼坂）に石碑が立っており次のように刻まれています。（周南市指定文化財）

　　　　　　かりそめの今日の別れは幸なりき　ものをも言わば思いましなん　松陰

　　　　　　よそに見て別れゆくだに悲しさを　言にも出でば思いみだれん　忠三郎

　誕生の地（高水 原）にも石碑が二石立っております。

　1864年７月19日禁門の変（蛤御門の変）で浪士隊を率

いて戦ったが敗れ、久坂玄瑞とともに自刃しました（享年

21才）。高水高校が岩国に移転する以前、生徒が祖父のと

ころに忠三郎の事をよく学びに来ていたことを思い出しま

す。熊毛に行かれた際には、この二つの地にお立寄り下さ

い。お墓は、周南市高水 原、京都市東山区（霊山墓地）、

山口市秋穂二島（朝日山護国神社）の三ヶ所にあります。

　毎年10月に開催される平塚市の「ひらつか

囲碁祭り1000面打ち」に参加するため、錦帯橋空港より上京し

ました。写真の通り、駅前通りを歩行者天国にして、日本棋士院

棋士80名が指導碁を打ちました。私はユウ六段に五子で対局し、

運がよく勝つことができ寿命が何年か延びた気持ちになりました。

寿命を延ばす為に、来年も参加したいと思っています。

吉田松陰と寺嶋忠三郎訣別の地 佐田國春二　周南市温田

昭和17年生　元�熱延課

友田　勝　熊毛郡平生町

昭和19年生　元�購買課

ひらつか囲碁祭り
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　現在住んでいる所は世田谷区のチベット、給田と言う所です。武蔵野国府
国衙役人の食べる給付米の生産地だった所です。早期退職後、地域の仲間と
「歩いて郷土の歴史を学ぶ会」を設立し、15年目になります。毎週、講座や歩く会などを開催し

平均年齢後期高齢者の「人生の黄金の収穫期」を楽しく
過ごしています。
　歴史を知ることは素晴らしく、広島市の土石流災害被
災地の八木三丁目も、八木蛇落地悪谷という地名でした。
地域の神社にも土石流の絵馬が奉納されています。地名
はご先祖様が残してくれた貴重な遺産なのです。大切に
守らなければいけません。皆さんも地域近隣の歴史を勉
強し、「人生の黄金の収穫期」を楽しくお過ごしください。
『邪馬台国・周南市説』をあちこちで講演しています。
ご興味のある方、ご一報いただければ資料をお送りいた
します。ご安全に！

「君の名は」の後宮春樹と真知子が出会った
昭和20年５月の東京大空襲で焼けた高野槇。
世田谷区円乗院にて。（本人左端）

歴史を学んで人生の黄金期を楽しく

　　　仕事を楽しむ

十川昌久　東京世田谷区

昭和18年生　元�研究部

吉松三男　山口市徳地

昭和17年生　元�検査課

　退職の後「山口県百名山」の本を下調べして里山を登っていましたが、山
が遠く高く時間がかかるようになり、体力の衰えを感じる今日この頃です。
　万年下手のゴルフからターゲットバードゴルフに軸足を変えて行動範囲が広がり、中四国大会
にも参戦しています。『遊びと趣味は、仕事やボランティア活動の中にあって楽しみが倍増する』

と考え、駄目もとで応募した「重源の郷」の山口市徳地文化伝承館（写真
左）で、「仕事を楽しみなさい」の一言に背中を押され勤めています。館
内には、834年前に奈良東大寺再建のために俊乗坊重源上人が果たした業
績を展示しています。徳地には重源上人に由来する多くの仏像や社寺、関
水、石風呂等の文化財が大切に保護されています。岸見の石風呂（写真右下）
もその一つで、保存会の一員として開山忌供養などの行事で活動していま

す。お客様の中には、徳地は山ばかりと思っていたが、こんなに文化があったのか！羨ましい！
巨木はどうして伐って運んだのか？なぜ周防の国まで来た
のか？等々、目を輝かせて詰め寄る人に仕事のやりがいを
感じます。「ここへ来てよかった」と言って帰られると嬉
しくなります。ある日「山口県百名山」著者の御夫妻が郷
土の歴史資料を探しに来られ、私もお陰で里山を知ること
が出来たことにお礼を言いました。一期一会を大切にし、
前向きに取り組むことが「仕事を楽しめ」の答えかと解釈
し頑張っています。
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　平成25年のOB会総会の席で、柏村憲生氏と阿部俊一郎氏の間で話が持ち
上がり、日新本社海外統括部上田氏の協力を得て計画が実現した。希望者を募っ
たところアセリノックスの操業指導に携わった村重晋二、大川勝也、重国俊冶、柏村憲生、弘中
健二、松岡栄治、玉井達雄の７名が旅することになった。

　５月20日　徳山駅で新幹線に１名乗り遅れ、搭乗手続きをどうにか延ばしてもらい全員揃って福岡空港
を出発。アムステルダム空港ではチェックが厳しく、手荷物・衣服がぐちゃぐちゃになるやら、パスポート
をどこに入れたか忘れた人がいたりで、やっとマドリッドにたどり着く。
　５月21日　トレド観光。街全体が世界遺産で日本で
言えば京都といった所で、古城や古代の街並みを歩く。
スペインカトリックの総本山「大聖堂」は、世界一美し
いステンドグラスが絶品である。マドリッドに戻りフラ
メンコを見ながら夕食。ワインの旨いこと。

　５月22日　新幹線（AVE）
でアルヘシラスへ。海岸通り
は、38年前には海だったと
ころが埋め立てられ、コンテナ船が何隻も停泊し、クレー
ンが立ち並ぶスペイン第二の貿易港に発展していた。浦島

太郎状態で町を散策。高層ビルが立ち並び昔の面影はなく、買い物によく行った市場
もやっと見つけることができた。

　５月23日　いよいよアセリ
ノックス社訪問。工場長、安全
室長、他、スタッフの歓迎をう
け、工場概要の説明を聞きバス
で工場見学へ。連続鋳造、熱延、ZM、AP，BAとオ
ペレーター室まで案内され感動。昼食会の後、記念に
アセリノックス社のステンレスボールペンをいただく。
我々も日本酒、緑茶、箸などのおみやげを手渡した。

　５月24日　ソトグランデゴルフ場を観て、マルベージャ
の砂浜海岸通りで昼食。イワシの浜焼き、パエリャと生ビー
ルで乾杯。その後ミハスへ。ミハスは山の高いところにあり、
アンダルシア特有の白壁の家々の窓には赤やピンクの美しい
鉢花が飾り付けられ、サンサンと輝く太陽の下では、サング

ラス無しでは歩けなかった。日本人経営のお土産店もあり帽子、革製品などを買った。屋
台でピーナツを。我も我もと買った日本人に３パックのサービスをいただいた。
　５月25日　マドリッドに戻り夕刻ラファエルアトーチャホテルで、アセリノックスのOB２名と30年ぶ

りに再会。その後、市内のスペイン広場
などを観光した。
　５月26日　早朝、マドリット空港か
らアムステルダム経由で、帰国の途へ。
　この旅行の計画を熱心に進めた今は亡
き柏村憲生氏、段取りを頂いた本社スタッ
フ、アセリノックス関係者に心より感謝
申し上げます。（写真提供　大川勝也氏）

スペイン・アセリノックス社訪問記 玉井達雄　下松市河内

昭和20年生　元�冷延課
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神社覗き 中川卓夫　防府市富海　昭和15年生　元�設備部

　退職すると同時に約50坪の荒地を開墾し野菜作りが日常生活のベースになっ

ている。一方、自治会長や御宮の総代の順番も廻ってきた。国津姫神社の総

代になって、何か資料があるかと思ったが何も見つからなかった。地元の人

に聞いたり、図書館で調べたりして、上古の時代に三女神を奉斎したことや、毛利元就が厳島神

社と同じ祭神であることから竜宮造の拝殿を造営したこと、などの概要が解った。神社にはその

創祀の時期を出来るだけ古い時代とし、祭神は高貴な神様を祀る傾向があり古事記、日本書紀に

現れる神々（全部で327柱）を祀ることが多いようである。また、長い歴史の中で為政者の権力

誇示、神仏習合、本
ほんちすいじゃくせつ

地垂迹説、神仏分離令、廃
はいぶつきしゃく

仏毀釈、

明治社格制、神国日本等々の時空を越えた経歴がある。

　全国の神社は約８万社と言われており、其々の由緒が

ある。小さな神社でも由緒を後世へ伝承すべきと思う。

先般、現職総代が多くの写真を示して、“神社しおり”

を作りたいとの相談があった。オールドボーイの制作手

順を参考にして取り組み、約２ヶ月で完成し現職総代へ

手渡すことが出来た。多くの人に神社の由来を知って喜んでもらえると思っている。神様の勉強

にはキリが無い。仏様との習合を考えるとさらに複雑である。私にとって、神社も寺院も信仰の

対象と言うより、興味の対象としてネタの尽きない存在である。富海の国津姫神社にも是非お立

寄り下さい。

　

平
成
６
年
に

日
新
製
鋼
を
辞

し
て
20
年
余

り
、
月
日
の
経

つ
の
も
早
い
も

の
で
す
。
私
が

発
症
し
た
の
は
翌
年
５
月
札
幌
で
新
し

い
仕
事
に
つ
い
て
す
ぐ
で
し
た
。
日
新

時
代
は
頑
強
そ
の
も
の
で
体
に
は
自
信

を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
体
の
変
調
を
感

じ
、
近
く
の
病
院
で
診
察
を
受
け
た
と

こ
ろ
胃
に
異
常
と
の
こ
と
。
北
海
道
大

学
で
再
診
察
を
受
け
即
入
院
、
民
間
病

院
で
手
術
、
３
ヶ
月
の
入
院
と
な
り
ま

し
た
。
20
キ
ロ
の
体
重
減
、
歩
行
も
ま

ま
な
ら
ず
難
儀
し
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
す
。
私
に
は
胃
潰
瘍
と
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、胃
癌
の
末
期
だ
っ
た
と
知
っ

た
の
は
４
年
後
で
し
た
。
押
入
れ
に
胃

癌
に
関
す
る
本
を
数
冊
見
つ
け
家
内
の

気
持
ち
に
感
謝
し
ま
し
た
。
家
族
に
は

医
師
か
ら
手
術
し
て
も
余
命
僅
か
と
言

わ
れ
大
き
な
衝
撃
だ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う

と
察
し
て
い
ま
す
。
胃
の
他
に
内
臓
も

摘
出
し
た
結
果
、
糖
尿
病
と
な
り
イ
ン

ス
リ
ン
と
の
付
き
合
い
が
始
ま
り
ま
し

た
。
闘
病
中
を
通
じ
て
家
内
の
必
死
の

看
病
の
お
陰
で
健
康
を
取
り
戻
す
こ
と

が
で
き
、
昨
年
神
奈
川
に
移
住
す
る
ま

で
仕
事
を
続
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

昨
年
主
治
医
の
先
生
に
経
過
報
告
に

伺
っ
た
ら
「
奇
跡
的
回
復
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
。
今
は
、長
男
夫
婦
と
愛
犬（
柴

犬
マ
コ
１
才
半
）
の
４
人
１
犬
で
暮
ら

し
て
お
り
、
菜
園
と
花
の
手
入
れ
を
手

伝
う
日
々
で
す
。
告
知
は
本
人
に
と
っ

て
厳
し
い
も
の
で
す
。
知
ら
な
か
っ
た

こ
と
が
精
神
的
に
も
体
力
的
に
も
病
気

克
服
の
原
動
力
に
な
っ
た
と
、
家
族
や

友
人
達
の
温
か
い
思
い
や
り
に
感
謝
・

感
謝
で
す
。

　

退
院
後
約

３
年
間
続
け

た
健
康
日
誌

は
大
事
な
財

産
で
、
私
の

座
右
の
銘
と

し
て
い
ま
す
。

（横浜山手西洋館にて）
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趣味の創作活動を楽しんでおられる、OB会員の皆さんの作品紹介のページです

夕暮れの散歩道

　陶芸教室に通い始め２年、月２回
おもに日頃食事で使う器を作ってい
ます。全く進歩はありませんが、精
神統一にはとてもよく、今後も色ん
な物にトライしたいと思います。

周南市須々万
（元�冷延課）
昭和18年生

池田 邦夫
陶芸

　寒さがぐっと厳しくなってきた師走
の夕暮れ時の散歩道を描いてみました。
　一昨年から週一度水彩画教室に通い、
現実と空想の絵の世界に魅了されてい
ます。夢は70歳で小さな個展を開催
することです。

周南市清光台町
（元�精整課）
昭和25年生

山﨑 康夫
水彩画
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　周南市市美展賞を受賞した作品です。
写真は現役時代にやっていましたが、
本格的に始めたのは退職後です。今で
は写友も多く出来、楽しくやっていま
す。

周南市西北山
（元�人事課）
昭和２年生

清水 虎彦
写真

　12月に入り二毛作のこちら
では、お米の収穫時期を迎え、
ジャワ島西部の農村での稲刈り
の光の具合がとても良いので、
スケッチを試みました。

豊中市�/�インドネシア
（元�冷延技術課）

昭和28年生

阿部 俊一郎
水彩画

新　生

ジャワの農村風景
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囲

碁

年
間
総
合
勝
率
１
位
は
芦
刈 

栄
さ
ん
に

第
137
回　

７
月
16
日　

18
名
参
加

第
138
回　

８
月
20
日　

８
名
参
加

第
139
回　

９
月
17
日　

12
名
参
加

第
140
回　

10
月
15
日　

11
名
参
加

第
141
回　

11
月
19
日　

９
名
参
加

第
142
回　

12
月
17
日　

８
名
参
加

　

後
期
リ
ー
グ
個
人
戦
結
果

　

１
位　

芦
刈　
　

栄

　

２
位　

伊
東
健
次
郎

　

３
位　

戎　
　

誠
治

○
後
期
最
多
対
局
者　

33
局　

落
合　

市
郎

○
年
間
総
合
勝
率　
　

１
位　

芦
刈　
　

栄

第
143
回　

１
月
21
日　

16
名
参
加

　

新
年
碁
会
の
当
日
戦
結
果

　

１
位　

小
林　

哲
士

　

２
位　

友
田　
　

勝

　

３
位　

中
川　

卓
夫

　

芦
刈　

栄
さ
ん
に
は
囲
碁
グ
ル
ー
プ
の
師

範
と
し
て
、
年
間
皆
勤
で
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
落
合
市
郎
さ
ん
は
年
間
に
於
い
て
も
、

最
多
の
63
局
を
打
た
れ
ま
し
た
。
新
年
碁
会

終
了
後
は
、
懇
親
会
で
最
後
ま
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。（
文
責　

戎
）

�

担
当
幹
事　

落
合　

市
郎

フ

ル

ゴ優
勝�　

蔵
角　

修
治
さ
ん（
157
回
大
会
）

�

落
合　

市
郎
さ
ん（
158
回
大
会
）

�

前
田　

廣
巳
さ
ん（
159
回
大
会
）

日
新
Ｏ
Ｂ
会
ゴ
ル
フ
大
会

第
157
回
大
会　

７
月
24
日

�

徳
山
国
際
Ｃ
Ｃ　

52
名
参
加

　

優
勝　

蔵
角　

修
治　

78　

Ｈ
14　

64

　

２
位　

有
冨　

敏
洋　

89　

Ｈ
24　

65

　

３
位　

北
垣　

国
晴　

102　

Ｈ
36　

66

第
158
回
大
会　

９
月
11
日

�

周
防
Ｃ
Ｃ　

58
名
参
加

　

優
勝　

落
合　

市
郎　

88　

Ｈ
21　

67

　

２
位　

宮
木　
　

浩　

84　

Ｈ
16　

68

　

３
位　

井
上　

満
男　

84　

Ｈ
13　

71

第
159
回
大
会　

11
月
13
日

�

中
須
Ｇ
Ｃ　

61
名
参
加

　

優
勝　

前
田　

廣
巳　

84　

Ｈ
13　

71

　

２
位　

高
光　

修
司　

94　

Ｈ
22　

72

　

３
位　

河
嶋　

龍
彦　

91　

Ｈ
16　

75

　

今
年
も
皆
さ
ん
の
奮
っ
て
の
ご
参
加
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
一
年
間
の
健

康
管
理
の
一
環
と
し
て
楽
し
く
プ
レ
ー
し
て

く
だ
さ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

�
担
当
幹
事　

高
光　

修
司

�

河
野　

龍
秀

将

棋

堀 

幸
一
さ
ん
年
間
Ｃ
・
Ｂ
グ
ル
ー
プ
制
覇

９
月
例
会　

９
月
24
日
（
水
）
６
名
参
加

◯
平
成
26
年
第
２
回
ク
ラ
ス
別
リ
ー
グ
戦

結
果　
　
　

11
月
26
日
（
水
）
11
名
参
加

　

優
勝　

Ａ
グ
ル
ー
プ　
　

渡
邊　

輝
明

　
　
　
　

Ｂ
グ
ル
ー
プ　
　

堀　
　

幸
一

　
　
　
　

Ｃ
グ
ル
ー
プ　
　

内
山　

茂
次

平
成
27
年
１
月
例
会
１
月
28
日
（
水
）

�

８
名
参
加　

　

例
会
で
色
々
な
人
と
練
習
将
棋
を
指
し
、

切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
に
よ
り
実
力
も
向
上
し

て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
成
果
を
試
す
リ
ー
グ

戦
は
何
れ
も
熱
戦
に
な
り
僅
か
な
差
で
勝
敗

が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
考
え
る
習
慣
も

付
き
、
ボ
ケ
防
止
に
も
な
る
と
確
信
し
て
い

ま
す
。
も
う
少
し
同
好
の
メ
ン
バ
ー
が
増
え

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

�

担
当
幹
事　

渡
邉　
　

勲
�

磯
崎　

卓
司

ケ

オ

ラ

カ９
月
10
日　

例
会　

参
加
者
10
名

（
11
月
度
例
会　

総
会
の
た
め
流
会
）

12
月
10
日　

例
会　

参
加
者
16
名

�

担
当
幹
事　

原
田　
　

亮

�

吉
光　

啓
輔

芸

陶戸
田
文
化
祭
に
出
展

　

11
月
２
日
に
戸
田
桜
田
小
学
校
で
開
催
さ

れ
た
「
２
０
１
４
み
の
り
フ
ェ
ス
タ
」
に
作

品
を
出
品
し
ま
し
た
。

�

担
当
幹
事　

松
村　
　

整

�

岩
山　

要
治

陶芸グループ懇親会
（工房「春」にて2014.11.9）
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ド

ト

ウ

ア

ア

安
芸
の
宮
島
・
弥
山
の

�
ハ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し
む

　

前
日
の
雨
天
が
う
そ
の
よ
う
な
青
空
。
広

島
ま
で
の
直
通
電
車
は
今
は
無
く
岩
国
で
乗

り
換
え
宮
島
口
で
下
車
。
連
絡
船
に
乗
る
こ

と
10
分
。
大
鳥
居
を
眺
め
な
が
ら
大
勢
の
乗

客
と
と
も
に
宮
島
桟
橋
に
到
着
。
お
土
産
屋

が
並
ぶ
中
を
、ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
駅
へ
と
歩
く
。

　

鹿
が
寄
っ
て
く
る
。
修
学
旅
行
生
も
多
く
、

自
分
も
小
学
６
年
の
時
は
こ
こ
だ
っ
た
な
あ

と
50
数
年
前
の
こ
と
を
思
い
出
す
。
紅
葉
谷

の
紅
葉
は
数
日
前
が
ピ
ー
ク
だ
っ
た
よ
う
で

少
し
残
念
。
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
を
乗
り
継
い
で

弥
山
へ
、
さ
ら
に
40
分
近
く
登
っ
て
よ
う
や

く
山
頂
に
到
着
。
山
頂
か
ら
の
見
晴
ら
し
は

最
高
。
光
り
輝
く
海
面
、
江

田
島
、
能
美
島
、
大
小
の
船

に
養
殖
カ
キ
の
い
か
だ
。
昼

食
も
盛
り
上
が
る
。
女
性
た

ち
の
笑
い
声
、
リ
ュ
ッ
ク
か

ら
次
々
に
出
る
リ
ン
ゴ
に
梨

に
み
か
ん
な
ど
な
ど
。
全
員

で
記
念
写
真
を
撮
っ
て
下

山
。
弥
山
七
不
思
議
の
ひ
と

つ
干
満
岩
の
中
の
水
を
舐
め
、

弘
法
大
師
の
消
え
ず
の
霊
火

菜

園
菜
園
ク
ラ
ブ
初
め
て
の
収
穫

　

７
月
８
日
に
植
え
付
け
し
た
安
納
芋
と
紅

あ
ず
ま
を
、
11
月
21
日
、
22
日
の
両
日
で
収

穫
し
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
14
名
の
中
に
は
子

供
連
れ
の
参
加
者
も
あ
り
、
和
や
か
に
沢
山

の
芋
を
掘
り
あ
げ
ま
し
た
。（
写
真
15
頁
）

こ
れ
か
ら
も
っ
と
菜
園
の
輪
が
広
が
る
と
良

い
と
思
い
ま
す
。
新
規
会
員
を
募
集
し
て
お

り
ま
す
。

�
担
当
幹
事　

福
田　
　

勤

�

吉
光　

啓
輔

を
拝
み
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ

イ
で
紅
葉
谷
に
戻
る
。

　

紅
葉
ま
ん
じ
ゅ
う
の

天
ぷ
ら
や
、
焼
き
た
て

の
カ
キ
な
ど
を
食
べ
た

り
、
お
土
産
を
買
っ
た

り
し
て
16
時
に
桟
橋
に

集
合
。
あ
っ
と
い
う
間
の
６
時
間
が
過
ぎ
、

小
さ
く
な
っ
て
い
く
宮
島
に
「
あ
り
が
と
う

ね
」
を
言
っ
て
帰
路
へ
。
紅
葉
の
一
番
き
れ

い
な
と
き
に
ま
た

来
る
こ
と
を
心
の

中
で
さ
さ
や
き
な

が
ら
手
を
振
る
。

　

今
回
は
、
従
来

の
山
登
り
山
歩
き

に
、『
懐
か
し
い　

行
っ
て
み
た
い　

あ
の
場
所
へ
の

旅
』
を
プ
ラ
ス
し

ま
し
た
。
費
用
が
五
千
円
程
か
か
っ
た
の
が

気
に
な
り
ま
す
が
、「
良
か
っ
た
わ
」
と
思
っ

て
も
ら
え
た
ら
幸
い
で
す
。
平
成
27
年
春
季

は『
大
津
島
10
キ
ロ
ウ
ォ
ー
ク
』、秋
季
は『
関

門
ト
ン
ネ
ル
を
歩
こ
う
』を
プ
ラ
ン
し
ま
す
。

ど
う
で
す
か
。
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

�

担
当
幹
事　

柳
谷　

英
治

�

藤
井　

暢
子

釣

り

野
島
で
ア
ジ
が
、ま
ず
ま
ず
の
釣
果

　

待
望
の
あ
じ
釣
り
大
会
が
10
月
16
日
に
開

催
さ
れ
15
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
肌
合
わ
せ

港
か
ら
４
艘
に
分
乗
し
、
野
島
に
向
け
て
午

前
７
時
に
出
港
。
当
日
は
晴
天
の
釣
り
日
和
。

当
た
り
は
ボ
チ
ボ
チ
と
い
う
状
況
で
大
漁
と

は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
各
人
と
も
20
匹

前
後
の
釣
果
を
上
げ
、
ま
ず
ま
ず
の
釣
り
と

成
り
ま
し
た
。

�

担
当
幹
事　

国
本　

恒
保

�

徳
原　

雅
士

歌

短
　

毎
月
、
岐
山
倶
楽
部
に
て
短
歌
会
を
持
つ

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
会
の
四
人
は
意
欲
的

に
作
歌
活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。
残
念
な
の

は
新
し
い
メ
ン
バ
ー
の
参
加
が
無
い
こ
と
で

す
。
皆
様
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

《
１
月
例
会
の
作
品
か
ら
》

今
朝
の
海 

凪
ぎ
だ
っ
た
よ
と

言
ひ
な
が
ら 

ナ
マ
コ
二
十
匹

叔
父
持
ち
来
た
り�

岡
本
　
義
明

日
が
暮
れ
る 

一
月
三
日
の

日
が
暮
れ
る 

明
日
か
ら
妻
と
の

二
人
の
暮
ら
し�

福
本
　
和
夫

粘
土
こ
ね 

作
陶
習
ふ 

工
房
に

現（
う
つ
つ
）を
抜
か
し

熱
く
な
り
た
り�

山
本
　
靖
彦

雪
を
踏
み 

刈
払
ひ
機
を

負
ひ
登
る 

山
の
南
に

日
が
差
し
て
来
る�

吉
本
　
健
一

�

担
当
幹
事　

山
本　

靖
彦
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平
成
26
年
８
月
18
日　

竹
中　

剛
二

９
月
17
日　

福
田　
　

稔

９
月
20
日　

武
本　

敏
彦

９
月
26
日　

佐
田　

由
美

10
月
１
日　

尾
崎　

行
雄

10
月
１
日　

小
林　
　

徹

　
　

27
年
１
月
20
日　

嶋
村　

教
英

１
月
20
日　

古
川　

和
男

�

（
以
上
８
名
）

・
米
寿
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
同
行
し
て
今
年
で
３
年

に
な
る
。
お
酒
を
飲
ま
れ
る
か
ど
う
か
を
聞
い
て

み
る
と
、
飲
ま
れ
て
い
な
い
人
の
方
が
多
く
、
お

酒
は
必
ず
し
も
「
百
薬
の
長
」
や
、
長
寿
の
要
因

に
は
上
げ
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
高
齢
者
が
増

え
る
こ
と
は
飲
ま
な
い
人
も
徐
々
に
増
え
そ
う
だ
。

今
後
そ
う
し
た
人
た
ち
を
配
慮
し
た
Ｏ
Ｂ
会
総
会

に
変
え
て
い
く
こ
と
も
、
総
会
出
席
者
を
増
員
さ

せ
る
方
策
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。

・
で
き
る
だ
け
多
く
の
会
員
の
近
況
情
報
を
掲
載

し
よ
う
と
「
今
頃
あ
の
人
・
・
」
の
形
式
を
ア
ン

ケ
ー
ト
形
式
に
し
て
原
稿
を
書
き
易
く
し
て
み
ま

し
た
。
自
由
投
稿
欄
も
増
や
し
ま
し
た
。
そ
の
他

の
記
事
も
、
親
し
み
を
感
じ
て
も
ら
え
る
内
容
や

表
現
方
法
に
改
善
し
て
行
き
ま
す
。

・
Ｏ
Ｂ
会
地
区
情
報
連
絡
員
で
、
昨
年
の
総
会
に

元
気
に
出
席
し
て
い
た
Ｎ
Ｋ
君
が
そ
の
２
日
後
、

古
希
を
前
に
し
急
逝
し
た
。
39
年
入
社
の
同
期
会

で
は
幹
事
と
し
て
色
ん
な
行
事
を
献
身
的
に
企
画

し
て
く
れ
た
。
我
々
が
た
ち
ま
ち
彼
に
で
き
る
こ

と
は
冥
福
を
祈
る
こ
と
し
か
な
い
が
、
こ
れ
か
ら

先
、
良
く
生
き
て
い
く
こ
と
が
、
彼
へ
の
恩
返
し

に
も
な
る
の
で
は
な
い
か
。「
良
く
死
ぬ
こ
と
は
、

良
く
生
き
る
こ
と
」
と
言
わ
れ
る
。
充
実
し
た
１

日
だ
っ
た
と
言
え
る
毎
日
を
過
ご
し
た
い
。
山
上

会
長
の
勧
め
ら
れ
る
『「
林
住
期
」
を
楽
し
む
』
は
、

そ
の
よ
う
に
過
ご
す
た
め
の
「
山
上
ッ
ク
ス
」
と

も
言
え
る
。�

（
熊
崎　

範
男
）

◆
　
編
集
後
記
　
◆

平
成
22
年
不
明　
　
　

武
末　

憲
夫　

91

　
　

23
年
７
月
不
明　

津
森　
　

勇　

92

　
　

26
年
５
月
23
日　

福
永　

徳
生　

85

６
月
15
日　

西
村　

武
市　

88

９
月
３
日　

原
田　

正
道　

86

９
月
13
日　

中
野　

良
知　

92

９
月
15
日　

梅
田　

強
平　

86

９
月
30
日　

田
中　

春
雄　

90

10
月
２
日　

松
村　

敏
和　

84

10
月
８
日　

小
林　
　

章　

83

10
月
17
日　

萬
治　

仁
志　

79

10
月
27
日　

古
木　

正
吉　

91

11
月
８
日　

柏
村　

憲
生　

70

12
月
不
明　

坂
本　

賢
弌　

92

　
　

27
年
１
月
６
日　

向
川　

一
嘉　

74

�

（
以
上
15
名
）

日
新
製
鋼
周
南
Ｏ
Ｂ
会
会
報　

第
35
号　

発
行　

２
０
１
５
年
３
月
１
日　
　
　
　
　
　
　

編
集
責
任
者　

事
務
局
長　

林　

秀
雄
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通
用
門
に
は
変
遷
の
歴
史
が
あ
り
、
思
い
出
も
人

そ
れ
ぞ
れ
で
あ
ろ
う
。
現
在
の
周
南
製
鋼
所
の
通
用

門
が
あ
る
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
。
ツ
ツ
ジ
、
サ
ツ
キ

の
植
え
込
み
は
一
段
と
鮮
や
か
さ
を
増
し
て
い
る
。

�

（
熊
崎　

範
男
）

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す

表
紙
説
明

平
成
26
年
８
月
以
降
新
規
入
会
者

会
員
物
故
者

（
９
９
７
名
）

平
成
27
年
１
月
末
会
員
数

　

親
し
ま
れ
る
オ
ー
ル
ド
ボ
ー
イ
を
目
指
し
て
、
皆
さ
ん
の
自
由
投
稿

（
旅
行
記
、
地
元
の
史
実
・
民
話
、
お
す
す
め
の
本
、
お
す
す
め
の
健

康
維
持
法
、
職
場
の
思
い
出
、
等
な
ど
）
そ
し
て
、
誌
上
美
術
館
の
作

品
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
事
務
局
へ
ご
一
報
下
さ
い
。
掲
載
さ
れ
た

方
に
は
千
円
の
図
書
券
を
お
贈
り
し
ま
す
。�

（
林　

秀
雄
）

【
事
務
局
だ
よ
り
】

原
稿
募
集

Ｏ
Ｂ
会
総
会
の
ビ
デ
オ
を
制
作
し
ま
し
た
。

出
席
で
き
な
か
っ
た
方
も
ふ
く
め
、
ご
希
望
の
方
は

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
を
。
１
枚
１
５
０
円

郵
送
希
望
者
は
５
０
０
円
に
て
配
布
い
た
し
ま
す
。
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日新製鋼周南OB会員長寿番付（平成27年春場所）

横
綱 

大
野
吉
雄 

九
九

横
綱 

山
本
泰
正 

九
七

大
関 

大
崎
三
郎 

九
七

大
関 

原
田
栄
治 

九
五

関
脇 

津
森
音
治 

九
四

関
脇 

山
内
実
男 

九
三

小
結 

原
田
芳
郎 

九
三

小
結 

高
橋
英
雄 

九
三

前
頭 

山
本
雄
三 

九
二

前
頭 
松
本
達
雄 

九
二

前
頭 
永
井
元
廣 

九
二

前
頭 
小
松
　
豊 

九
一

前
頭 

末
次
悦
雄 

九
一

前
頭 

相
本
　
傳 
九
〇

前
頭 

渡
辺
利
夫 
九
〇

前
頭 

篠
田
顕
治 

九
〇

前
頭 

藤
澤
杉
夫 

九
〇

十
両 

福
田
辨
三 

八
九

十
両 

伊
藤
広
一 

八
九

十
両 

清
水
虎
彦 

八
九

十
両 

伊
藤
義
昭 

八
九

十
両 

山
田
太
郎 

八
八

十
両 

西
村
和
美 

八
八

十
両 

山
本
敏
行 

八
八

十
両 

松
永
廣
海 

八
八

十
両 

松
尾
林
廳 

八
八

十
両 

藤
井
昭
男 

八
八

十
両 

升
守
一
典 

八
七

十
両 

年
光
春
雄 

八
七

十
両 

西
田
良
策 

八
七

十
両 

柳
　
一
郎 

八
七

十
両 

岡
村
　
昭 

八
七

十
両 

山
本
昭
雄 

八
七

十
両 

清
水
利
治 

八
六

十
両 

杉
岡
　
歩 

八
六

十
両 
岸
村
高
明 

八
六

幕
下 

兼
重
数
雄 

八
六

幕
下 

中
尾
貞
治 

八
六

幕
下 

廣
中
一
農
夫 

八
五

幕
下 

深
町
　
章 

八
五

幕
下 

山
本
久
雄 

八
五

幕
下 

五
島
　
實 

八
五

幕
下 

佐
古
圭
助 

八
五

幕
下 

藤
井
健
三 

八
五

幕
下 

山
時
輝
己 

八
五

幕
下 

松
本
太
作 

八
五

幕
下 

松
本
輝
之 

八
五

幕
下 

磯
村
一
馬 

八
五

幕
下 

沖
手
　
誠 

八
五

幕
下 

尾
本
　
保 

八
五

幕
下 

兼
重
和
剛 

八
四

幕
下 

長
廣
詳
右 

八
四

幕
下 

貞
廣
晴
次 

八
四

幕
下 

秋
本
聖
次 

八
四

幕
下 

迫
田
　
巧 

八
四

幕
下 

浅
田
秋
義 

八
四

幕
下 

岩
本
郁
二 

八
四

横
綱 

小
林
千
良 

九
八

横
綱 

河
村
久
夫 

九
七

大
関 

山
本
尚
布 

九
六

大
関 

須
山
経
雄 

九
四

関
脇 

神
田
茂
太 

九
四

関
脇 

清
木
正
行 

九
三

小
結 

田
村
久
一 

九
三

小
結 

小
田
五
郎 

九
二

前
頭 

末
岡
時
男 

九
二

前
頭 

浜
田
利
人 

九
二

前
頭 

中
村
好
男 

九
一

前
頭 

西
本
孝
美 

九
一

前
頭 

明
石
幸
男 

九
〇

前
頭 

新
田
勝
巳 

九
〇

前
頭 

金
近
　
勝 

九
〇

前
頭 

北
村
阪
雄 

九
〇

前
頭 

新
原
公
夫 

八
九

十
両 

田
中
俊
作 

八
九

十
両 

金
子
喜
三
郎 

八
九

十
両 

森
弘
　
正 

八
九

十
両 

吉
見
　
孝 

八
九

十
両 

三
澤
昭
三 

八
八

十
両 

長
松
　
誠 

八
八

十
両 

德
原
光
昭 

八
八

十
両 

国
重
　
豊 

八
八

十
両 

古
谷
敏
雄 

八
八

十
両 

伊
藤
　
完 

八
八

十
両 

松
本
晴
生 

八
七

十
両 

戸
川
昭
二 

八
七

十
両 

上
田
武
夫 

八
七

十
両 

山
本
研
二 

八
七

十
両 

藤
井
親
登 

八
七

十
両 

兼
重
　
正 

八
六

十
両 

浅
田
輝
男 

八
六

十
両 

江
波
梅
樹 

八
六

十
両 

藤
井
　
勝 

八
六

幕
下 
温
品
亨
二 

八
六

幕
下 
原
田
茂
夫 

八
六

幕
下 

伊
藤
春
夫 

八
五

幕
下 

藤
谷
醇
夫 
八
五

幕
下 

上
田
良
實 
八
五

幕
下 

内
山
　
清 

八
五

幕
下 

松
本
　
昭 

八
五

幕
下 

田
中
政
文 

八
五

幕
下 

清
水
政
雄 

八
五

幕
下 

宮
崎
茂
男 

八
五

幕
下 

重
岡
良
彦 

八
五

幕
下 

木
村
隆
生 

八
五

幕
下 

重
岡
孝
之
進 

八
五

幕
下 

河
村
幸
男 

八
四

幕
下 

伊
藤
富
生 

八
四

幕
下 

橋
本
幸
男 

八
四

幕
下 

山
根
繁
晴 

八
四

幕
下 

藤
井
克
彦 

八
四

幕
下 

重
國
文
健 

八
四

幕
下 

松
岡
俊
治 

八
四

幕
下 

武
居
浩
見 

八
四

会
　
長
　
山
上
哲
也 

七
九

副
会
長
　
小
川
博
己 
七
四

副
会
長
　
田
中
尚
一 
七
五

事
務
局
長
　
　
　
林
　
秀
雄 

七
六

事
務
局
次
長
　
　
河
嶋
龍
彦 

七
〇

総
務
担
当
幹
事
　
林
　
浩
一 

七
〇

総
務
担
当
幹
事
　
加
藤
　
栄 

六
九

会
計
担
当
幹
事
　
西
田
恭
滋 

六
八

会
計
監
査
　
　
　
原
田
征
勝 

七
七

会
計
監
査
　
　
　
有
富
敏
洋 

七
四

横
綱

 
大
野
吉
雄
さ
ん

横
綱

 

山
本
泰
正
さ
ん

横
綱

 

小
林
千
良
さ
ん

横
綱

 

河
村
久
夫
さ
ん

蒙
御
免
行司

東西

（平成27年数え年）
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